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 本論文は、軟質なフェライト相と硬質なマルテンサイト相から成る二相（Dual Phase: 
DP）組織を有する低炭素鋼  (Fe-2Mn-0.1C) の力学特性に及ぼす粒径の影響を調査・議
論した実験研究結果を取りまとめたものであり、６章からなっている。  
 




















































第 5 章では、DP 鋼の更なる結晶粒微細化を図るために、強圧延後の再結晶によって
平均粒径約 1 μm のフェライト組織をまず作製し、その二相域熱処理によって平均フ
ェライト粒径 2.7 μm の超微細粒 DP 鋼を作製することに成功している。そして得ら
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